平成21年度　

第３回　穴水町地域公共交通協議会　議事概要　

平成22年3月11日（木）　10：30～12：00
場所：穴水町役場　１階　第２会議室
	所　属
	氏　　　名
	出欠

	委員会メンバー
	穴水町 副町長　　【会長】
	大霜　 祥栄
	○

	
	金沢大学 教授　　【副会長】
	高山　 純一
	○

	
	石川県奥能登土木総合事務所 維持管理課長
	舩本　 悦司
	○

	
	(社)石川県バス協会（北鉄奥能登バス㈱）
	西宮　 義人
	○

	
	のと鉄道(株) 代表取締役社長
	鷲嶽　 勝彦
	(代理）蜂須賀和行

	
	石川県タクシー協会 監事
	近藤　  豊
	×

	
	穴水町区長町内会長協議会 会長
	吉田　 幸治
	○

	
	穴水警察署 交通課 課長
	曽山　愛一郎
	○

	
	北陸信越運輸局 石川運輸支局 主席運輸企画専門官
	斉藤　 芳久
	○

	
	石川県 企画振興部 新幹線・交通政策課 グループリーダ
	寺山　 高行
	(代理)木本正成

	
	穴水町 商工会 副会長
	吉村　 多作
	○

	事務局
	企画情報課 課長
	新田　 信明
	○

	
	〃　　 課長補佐
	黒崎　  誠
	○

	
	〃　　 主幹
	佐藤　　栄
	○

	
	㈱日本海コンサルタント
	中田　 和彦
	○


	
	〃
	眞島　 俊光
	○




主な発言（検討）内容
■　大霜会長挨拶
大霜会長：昨年11月から四村線の運行が開始した。地域の方と話してみると、始めは電話予約への変更などから戸惑いもあったが、新たにバス停が設置されて利用しやすくなったなどの話を聞いており、再編による効果があったのではないかと感じている。
今後は、東部線の再編に取り組み、厳しい財政状況の中、効率的な運行を行い、住民の生活の足を確保していきたい。
■　高山副会長挨拶
高山副会長：大学の研究室で全国の各自治体に対し、公共交通のアンケートを行った。自治体の特性によって分類しながら分析すると、非合併市町村に比べ合併市町村の方が連携計画を策定している都市が多いことが分かった。さらに、広域合併した都市はさらに策定する割合が高くなっていた。
原因を考えてみると、合併により地域によって公共交通のサービスレベルが異なることや、行政域の拡大によりまちの一体化が必要であるとともに、財政が厳しいため利便性が高く、効率的な運行に転換する必要があり、連携計画に取り組むことが多いと考えられる。

穴水町においては、高齢化率が高く、公共交通空白地域も見られ、今後さらに高齢化が進み限界集落が増えた場合、住民の足の確保がさらに必要とされ、財政が逼迫する中でサービスの維持・継続が困難となる。そのため、住民の意見を反映しながらよりよい運行に変えていく必要がある。
また、多くの都市で公共交通のあり方を模索している最中であり、現時点では成功事例は少ないが、うまくいきつつある事例は見られるようになった。そういった事例をみると、いずれも地域住民が主体となって取り組んでいるため、穴水町においても地域の方の意見を十分に反映するとともに、住民を巻き込んだ活動となるようにしていくと良いと考える。
■　コミュニティバス四村線の利用実績について（資料１）
高山副会長：新たに設置した２か所のバス停についての、4カ月の利用推移はどのようになっているのか。通常、徐々に周知され、増えていくはずである。
事 務 局： 詳細な資料がないため、後ほど確認する。ただし、住民の利用としては、まちなかへ行くときに利用するのではなく、帰りのみ2か所のバス停を利用している。

大霜会長：地域住民からバス停の要望があった地区である。地域懇談会で予約運行に変更することを説明したら、上屋までは不要という意見になった。
　　　　　特に意見がないようであれば、事務局でしっかりと対応してもらいたい。
■　地域公共交通活性化・再生総合事業に関する事後評価ついて（資料２）
高山副会長：穴水駅の総合電子案内版（資料2、Ⅱ、3）には、のと鉄道の情報も掲示するのか。
大霜会長：のと鉄道穴水駅前が整備予定であり、また実証運行による路線再編の内容が決まっていないため、これらの内容も踏まえて今後検討していく。そのため、当初の予定では今年度実施となっていたが、２年間遅らせることとする。
　　　　　特に意見がないようであれば、この内容で申請し、ＨＰに掲載する。
■　穴水町東部線における路線再編の検討および全体事業計画の変更について（資料３、４）
高山副会長：参考資料にまとめられている外出支援バスは町営なのか。また経費はどの程度なのか。
事 務 局：経費は年間約400万円であり、収入は100万円程度である。

大霜会長：町から社会福祉協議会に委託している。人件費、燃料費などのランニングコストを含めて町が負担している。対象者は通常のバスに乗れない人であるが、明確な基準になっていない。

財政的に厳しい状況であり、再編していきたいと考えている。また、地域によって利用状況に差がある。

高山副会長：対象者は介護が必要な方なのか。

大霜会長：介護が必要な方だけではない。

斉藤委員：過疎地有償運行のことである。
高山副会長：コミュニティバスと幹線バスと乗り換えて利用してもらうことにより、効率的な運行にはなるが、利用者にとっては乗り換えが必要になり、料金も高くなるとしたら、利用しなくなる。

事 務 局：向洋小学校～旭ヶ丘まで乗り換えて利用する場合、料金が高くなる可能性があるが、1コインで安く利用できるよう検討し、次回の協議会で詳細を提示したいと考えている。

吉田委員：のと鉄道の廃線により、周辺住民の利便性確保のため東部線を運行しているが、山村の交通弱者のためのバスも確保すべきである。特に、曽山方面などは運行便数が少ない。
また、朝、病院に通院し、すぐに帰宅する人が多いため、まちなかの商店が潤わない。まちなかの商店街の活性化を考えるなら、病院からまちなかで買物するように行政が無料でバスを運行するなど、検討してもらいたい。

大霜会長：確かにバス利用者の多くは、各地域から病院へ通院し、まちへ寄らずに帰宅している。仮に町で下車すると次に来る便がないため、利用しないと思われる。
吉村委員：銀行前など、まちなかのバス停をもっと増やすべきではないか。
大霜会長：次の段階で、まちなかを回るバスの検討も必要かもしれない。

吉田委員：駅を利用する観光客から、駅に観光情報や休憩所など何もないとの意見があった。
大霜会長：のと鉄道と協議する予定であるが、案内版や案内所などを設置するほか、バスターミナルとしての機能を強化する予定である。
吉田委員：穴水が奥能登地域の起点であるため、穴水町だけでなく、奥能登全体の観光案内を充実すべきである。
大霜会長：現在、奥能登の2市2町で公共交通のあり方を検討しており、穴水だけでなく他市町と連携して解決していきたい。

蜂須賀委員：駅前の観光センターで案内しているが、看板がないため分かりにくい状況である。
斉藤委員：東部線の再編方針としてステップ１～３まで記載されているが、どのようなスケジュールを考えているのか。また、コミュニティバスは委託するのか、町で運行するのか。
事 務 局：具体的内容については、次回協議会で提案させてもらう。スケジュールとしては、平成22年10月の実証運行開始前に、住民部会を立ち上げ、意見を集め、検討していくつもりである。その後、平成23年10月に、再度、運行方法の見直しを行う予定である。
また、運行は現状と同じ民間会社への委託を考えている。

大霜会長：東部線のコミュニティバスの台数は何台を考えているのか。

事 務 局：1台である。

大霜会長：次回の協議会で東部線の詳細な内容を議論することで良いか。

事 務 局：次回、時刻表なども含めて提示する予定である。

■　その他
斉藤委員：平成22年度の予算が削減されたため、協議会の要望の半額程度になる見込みである。

大霜会長：東部線は重複した路線が多く、分かりにくいなどの問題点があるため、たとえ予算がつかなくても再編は行うつもりである。ただし、出来る限り支援してもらいたい。

忙しい中、熱心に議論頂き感謝する。本日はこれで閉会とする。
－以上－
■　第３回協議会の様子　■
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議　事　次　第


１．開会


２．あいさつ（大霜会長、高山副会長）


３．議事


（１）コミュニティバス四村線の利用実績について　　　　　　　　　　資料-1


（２）地域公共交通活性化・再生総合事業に関する事後評価について　　資料-2


（３）穴水東部線における路線再編の検討について　　　　　　　　　　資料-3


（４）域公共交通活性化・再生総合事業の全体事業計画の変更について　資料-4


４．その他


５．閉会
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